
 

 

 

 

 

 

 

 

～体育学習を中心として～ 

研究主任 永井 将太 

本校では、よりよい授業づくりと子供たちのよさを更に伸ばすことを目指し、教職員が協働して校内

研究に取り組んできました。誠之小学校の子供たちのよさや課題を踏まえて、研究テーマを設定し、

日々の授業改善を積み重ねています。 

今年度の研究テーマを『Let’s Learn Together ～体育学習を中心として～』と掲げ、子供たち

が「体を動かす楽しさ」を感じながら、友達と学び合う力を育てることを大切にした研究を進めてきま

した。校舎・校庭の改築工事が完了し、制限の少ない環境で教育活動を進められるようになったこと

を活かし、体育科の学習に着目した授業づくりに取り組みました。 

授業の中では、運動量を確保する工夫や、友達と関わり合いながら動きを高め合う学習場面を意

図的に設定してきました。さらに、運動することそのものの楽しさを味わわせたいと、授業展開や手だ

ての工夫について検討を重ねました。その結果、体を動かすことに前向きに取り組む姿や、すすんで挑

戦しようとする子供たちのキラキラとした姿が多く見られるようになってきています。また、昨年度の研

究テーマであった「対話的な学び」を、体育科の中でも継続・発展させ、友達と協力し、考えや動きを

伝え合いながら学ぶ姿を大切にしてきました。「一緒にやろう！」「こうすればもっとうまくいくよ！」「頑

張れ！」などといった声が授業中によく聞かれ、互いに学びを高める姿が育ってきています。 

テーマにある「Together」には、子供たち同士だけでなく、教職員同士、子供と教職員、保護者や

地域の方々も一緒になり、子供たちの成長を支えていきたいという思いを込めています。今年度の研

究を通して、一人一人の関わりが、子供たちの学びや成長をより豊かにしていくことを、改めて実感す

る一年となりました。今後も、子供たちの姿を大切にしながら、学校全体で研究に取り組んでいきます。 

【研究授業の様子】 
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１年生 体育科（１０月２０日） 

多様な動きをつくる 

運動遊び 

２年生 音楽科（６月２５日） 

和太鼓で 

音楽をつくろう 

３年生 体育科（１月２１日） 

ゴール型ゲーム 

ゴー！ゲット！モンスター 

６年生 社会科（１１月２６日） 

ゴール型 

全員バスケ 

https://www.bunkyo-tky.ed.jp/seishi-ps/


誠之小学校の特別活動～TOKKATSU～ 
「特別活動」をご存じですか。小学校では、学級活動、

児童会活動、クラブ活動、学校行事といった『特別活

動』を通して、子どもたちが日々の学校生活をつくって

います。特別活動は、教科の学習とは違い、話し合った

り、折り合いをつけたり、うまくいかなかった経験を重

ねながら、自分たちで集団を動かしていく時間です。

誠之小学校では、その積み重ねを大切にしていま  

【あいさつ運動の様子】     す。今回は、その中でも誠之小学校の児童活動とクラ 

                         ブ活動について紹介させていただきます。 

 

児童会活動は、委員会活動などを通して、学校

生活をよりよくしていくために、学年を超えて協力

する活動です。本校には 11の委員会があり、それ

ぞれが常時活動や、話し合いから生まれた工夫を

もとに、学校の日常を支えています。委員会の中に

は、人前に立つ機会が少なく、決まった時間に静

かに役割を果たしているところもあります。そうした

活動も含めて、学校は日々動いています。児           【児童集会の様子】 

童会活動は、高学年だけのものとして切り分けられるものではなく、学校をどうしていき

たいかという思いが、学年を超えて少しずつ重なっていく場でもあります。誠之小学校

では、そうした声が行き来することを大切にしています。 

 

クラブ活動は、４年生以上の異なる学年や学級の子どもたちが、共通の関心をもと

に集まり、自分たちで活動をつくっていく学習です。今年度、来年度のクラブ活動に向

けて、３年生から５年生の子どもたちが声を掛け合い、仲間を集めるところから動き出し

ました。短い期間の中で、２６のクラブが設立を希望し、活動場所や条件を一つ一つ確

認しながら検討を進めました。その結果、来年度は１６のクラブが設立されることになり

ました。思うように形にならなかったクラブもありましたが、学年を越えて声を掛け合い、

学校の中で仲間を探した経験そのものが、子どもたちにとっての大切な時間となりまし

た。来年度、それぞれの場で始まるクラブ活動を、学校全体で見守っていきます。 

 



誠之小学校図書ボランティアさんの活動を紹介します

 誠之小学校の図書ボランティアさんを知っていますか。 

図書室やその隣の閲覧室の入り口には、かわいい素敵な掲示があり、図書室前

を通る度にわくわくします。この掲示を作っているのが、図書ボランティアさん

です。 

図書ボランティアの活動は、月 2回、有志の保護者の方が集まり、活 動して

います。他にも、季節に合った掲示物や読書に関する飾りが、明るく楽しい図書

室に子供たちを呼び込んでいます。子供たちが本を借りやすいように環境整備を

するのも図書ボランティアの役割です。書架の整頓をして、本が探しやすくなる

ように並べたり、ページが破れた本の修繕をしたりします。子供と一緒に分類番

号を見ながら、正しい場所に返す手助けをすることもあります。 

各教室にある学級文庫も、図書ボランティアさんが毎年準備してくださいます。

古い本や寄贈本の中から、子供たちが興味をもちそうな本や読んでほしい本を

選んだり、発達段階に応じて、学年ごとに分けたりしてくれています。また、

本が傷みにくいように、一冊一冊、手作業で表紙にブッカーをかけています。

クラスの全員が手に取れる冊数の本を全学級分用意するため、前年度の一年を

かけて準備していく大変な作業です。学級文庫をきっかけに読書の楽しさを味

わう子供も多く、学級文庫で読んだシリーズ本の続きを図書室に探しに来る子

もいます。嬉しいですね。 

今年度は、図書室や学級文庫で古くなった本を配布する「本の

プレゼント」を企画し、準備してくださいました。配布会の日の

休み時間にはたくさんの子供たちが集まり、気に入った本を家

に持ち帰りました。 

 

 

たくさんのアイデアや活動で子供たちと本との出会いを後押ししてくださっている図書ボランティア

のみなさんです。ボランティアの方が楽しみながら活動していることが、子供たちのわくわくする気持ち

につながっています。本好きの子供たちがさらに増えるよう、今後も活動が続きます。 

 

 

 

 

図書室入口の掲示 

書架の整理 

学級文庫の準備 

閲覧室の掲示（卒業に向けて） 図書室の整備・掲示 

「本のプレゼント」配布会 

本の修理・ブッカーかけ 

図書室・閲覧室前の掲示 


